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登山者と
つくる

ライチョウ
の今

堀田 昌伸
（⻑野県環境保全研）

第49回 山と自然のサイエンスカフェ@信州
2020年1月30日（木）

今日のはなし

• 前回のサイエンスカフェ
• 気候変動影響予測

• ライチョウ生息状況調査
• 市⺠調査
• 登山者による情報収集
• 登山者情報の活用
• 今後のこと
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33

潜在生息域は大きく減少 (99.3%減)

排出シナリオ : SRES A1b
気候シナリオ : CMIP3の24気候シナリオ (CSIRO3.0, MIROC hir,･･･)

Current 2081 - 2100 (中央値)

温暖化後のライチョウ生息域の推定
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なぜ北海道や東北にいないのか

集団間の遺伝的交流の解明

温暖化に対する脆弱性評価

優先的に保全すべき集団の特定

将来の新たな逃避地を検討

ニホンラ イ チョ ウの分布変遷の解明と
気候変化への脆弱性評価

(1 ) 過去・ 現在・ 将来（ 世紀末、 近未
来） の生息域推定

(2 ) 化石分析
(3 ) 遺跡分析

（ 2016年度〜2019年度 ）

DNA分析

ニホンラ イ チョ ウの分布変遷の解明と
気候変化への脆弱性評価

S 0 6 -1  ニ ホン ラ イ チ ョ ウの現状と 課題

堀田 昌伸（ 長野県環境保全研）

S 0 6 -2  考古学資料から 過去のニ ホン ラ イ チ ョ ウの
分布を 探る

江田 真毅（ 北大） ・ 久井 貴世（ 北海学園大）

S 0 6 -3 遺伝情報から 見たニホン ラ イ チ ョ ウの分布
変遷と 脆弱性評価

西海 功（ 科博）

S 0 6 -4 ニ ホン ラ イ チ ョ ウの潜在生息域から 見た分
布変遷と 脆弱性評価

津山 幾太郎（ 森林総研・ 北海道）

S 0 6 -5 登山者によ る ラ イ チョ ウ情報のモ デリ ン グ

比嘉 基紀（ 高知大）

第67回日本生態学会大会（2020年3月4日〜8日, 名城大学）
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ライチョウの生息状況把握
火打山
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ライチョウの生息・繁殖状況調査
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なわばり（〜6月末・抱卵期まで, 2〜3ha）
一夫一妻, 時々一夫二妻

雄 雌

抱卵フン砂浴び跡 巣と卵

市⺠調査
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セミの抜け殻調べ
（自然ふれあい講座）

夏鳥の初認・初鳴き調査

バードリサーチ

⻑野県環境保全研究所 環境省・生物多様性センター

NPO 法人

全国繁殖鳥類分布調査
〜日本の鳥の今を描こう〜

県や地域による普及啓発
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⻑野県南アルプス 富山県

実施団体 事業名 開始年 対象範囲 登録者数 報告数

⻑野県 ライチョウ
ポスト設置事業 2011, 2012 北アルプス

（⻑野県） - 2,964

⻑野県 ライチョウ
サポーターズ養成事業 2015〜 ライチョウ

全生息域 461名 801

南アルプスBR構成
10市町村

南アルプスライチョウ
サポーター制度 2016〜 南アルプス 954名 159

富山県
(自然保護センター)

立山室堂ライチョウ
見守りネット 2015〜 立山室堂 -

一般
3,514
(2015)

他に、妙高市や岐阜県など
ライチョウや野生動物の情報収集の取組

報告数の変化
（⻑野県ライチョウサポーターズ）
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二本松さんによる情報
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ライチョウポスト設置事業

年 2011 2012
ライチョウ 1,511 1,453
ニホンザル 74 21
ツキノワグマ 14 1
ニホンジカ 6 2

• 2011年, 2012年に実施
• 北アルプス北部・南部
• ⻑野県内や県境近くにある51の山小屋
• ライチョウポストと情報記入用紙を設置
• 登山者にライチョウ等の情報をお願い

登山者によるライチョウ確認場所
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